
【考察】

HBOは，高濃度酸素を吸入させることによって病

態の改善を図る治療であるが，提供される酸素濃度

は，使用する装置や環境圧，酸素器具や，装置の酸

素供給方式で異なる2)。高い酸素流量及び治療圧力

で実施した本検討においても，既報と同様の動態であ

った。自施設のHBO装置の特性を理解し，実酸素

流量の低下の程度を事前に把握することが重要であ

る。実臨床においては，患者へ提供されている酸素

濃度の把握が重要であり，経皮酸素分圧(tcpO2)の測

定も考慮すべきである。酸素流量計の指示値について

は，恒圧式の構造上，出口側に生じる負荷圧力損失

の影響を受けづらいため3)，治療圧力に応じた変化を

認めなかった。加圧時は酸素流量計の指示値は流量

を反映しないことが明らかとなった。一方，大気圧下

において実流量が設定値より低下していたことから，

酸素フローメーターの劣化が考えられた。

【結語】

酸素流量20L/min以上，治療圧力0.15MPa以上

の条件であっても，実流量は治療圧力に応じて低下し

た。また，治療圧力に依らず恒圧式酸素流量計の指

示値は一定であり，実流量を反映しない。
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【背景】

高気圧環境において，患者へ供給される実際の酸

素流量（実流量）は，酸素流量計の指示値に対し低

値となることが報告されている1),2)。しかし，既報の第

2種高気圧酸素治療装置（第2種装置）を用いた実流

量の検証実験では1)，当院の標準的な治療条件であ

る酸素流量20L/min，治療圧0.15・0.18MPaは未検

証であった。

【目的】

大 気 圧下で設定した各酸素流量［15・20・25・

30L/min］に 対し， 異 なる 治 療 圧 力［0.1・0.15・

0.18MPa］での実流量と，酸素流量計の指示値を実

測し検討した。

【条件・方法】

装置に本学で使用している第2種装置NHC-412-A

型（中村鐵工所社製），酸素流量計に恒圧式酸素流

量計（日本メディカルネクスト社製）を使用した。実流

量の測定は，水を溜めた水槽内に水を充満させた容

器を逆さの状態で保持し，酸素チューブにて容器内に

酸素を流し容器内が酸素で満たされるまでの時間を測

定し算出した。評価方法は，各治療圧力下で設定酸

素流量を3回ずつ測定し，実流量の平均値を比較検

討した。その際，酸素流量計の指示値も併せて確認

した。

【結果】

実流量は治療圧力が高くなるほど低下したが（表1），

低下の程度は治療圧力と直線的な相関関係になかっ

た。また，酸素流量計の指示値は環境圧に伴う変化

を認めなかった。

表1. 各治療圧力における実際の酸素流量
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